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は
じ
め
に 

情
勢
、２
０
０
９
・
２
０
１
０
年
度
総
括
、

２
０
１
１
・
２
０
１
２
年
度
方
針

議案
第
50
回
定
期
総
会

第
47
回
通
常
評
議
員
会

　

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
さ

ま
や
そ
の
ご
家
族
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
は
、
被
災
地
復
興
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
こ

り
、
地
震
・
津
波
に
よ
っ
て
２
万
７
千
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
原
発
事

故
が
重
な
る
こ
と
で
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
、
高
濃

度
の
汚
染
水
が
海
に
流
出
す
る
な
ど
、
内
部
被
曝
の

危
険
と
水
道
水
や
農
畜
産
物
、
水
産
物
へ
の
汚
染
が

拡
大
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、「
国
難
」
と
も
い
う
べ

き
戦
後
最
大
・
最
悪
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
今
な

お
、
17
都
県
約
２
２
０
０
カ
所
で
、
約
16
万
人
が
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
災
害
の
う
ち
福
島
の
原
発
事
故
は
天
災
で

は
な
く
人
災
だ
と
い
え
る
。
ま
ず
、
安
全
神
話
に
取

り
付
か
れ
て
苛
酷
事
故
を
故
意
に
想
定
外
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
国
会
質
問
で
今
回

の
事
態
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
対
策
を
と
ら
な
か
っ
た
（
２
０
０
６
年
３

月
、
２
０
１
０
年
５
月
、
吉
井
英
勝
衆
院
議
員
・
共

産
）。
さ
ら
に
、
事
故
発
生
直
後
、
外
部
電
源
喪
失

の
事
態
に
至
っ
て
も
、
東
京
電
力
が
廃
炉
を
恐
れ
て

海
水
注
入
を
躊
躇
し
、
政
府
も
注
水
命
令
を
直
ち
に

下
せ
ず
に
、
被
害
を
深
刻
に
拡
大
し
た
。

　

根
底
に
は
、
国
民
の
安
全
よ
り
も
財
界
の
意
向
を

優
先
す
る
体
質
が
あ
り
、
社
会
保
障
よ
り
も
経
済
効

率
を
優
先
す
る
あ
り
方
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

い
ま
、
被
災
者
の
救
援
、
特
に
命
と
健
康
を
守
る

医
療
体
制
を
緊
急
に
確
立
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地

の
復
興
、
防
災
に
強
い
都
市
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
原

子
力
政
策
の
抜
本
的
見
直
し
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
戦
略
的
転
換
の
課
題
と
が
突
き
つ
け
ら
れ
て

い
る
。１

、
歯
科
医
療
を
取
り
巻

く
情
勢

昨年度の医業所得はいくらでしたか
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歯
科
医
院
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
協
会
の
「
２
０
１
１
年
会
員
意
見
調

査
」
か
ら
歯
科
医
院
の
医
業
所
得
（
総
収
入―
経

費
）
を
見
る
と
、
最
も
低
い
区
分
と
な
る
「
４
０
０

万
円
未
満
」
が
14
・
２
％
、
次
に
低
い
区
分
で
あ
る

「
４
０
０
万
円
〜
６
０
０
万
円
」
が
13
・
１
％
と
な

っ
た
。
年
間
の
医
業
所
得
が
６
０
０
万
円
ま
で
の
歯

科
医
師
が
27
・
３
％
で
３
・
７
人
に
１
人
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

（
１
）
厳
し
さ
増
す
歯
科
医
院
経
営

　

一
方
、
自
費
収
入
は
「
２
０
０
万
円
未
満
」
の
区

分
が
44
・
３
％
と
４
割
を
超
え
、「
２
０
０
万
円
〜
４

０
０
万
円
」
の
15
・
２
％
と
あ
わ
せ
て
、
約
６
割
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
同
じ
質
問
を
始
め
た
７

年
前
か
ら
、
同
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
保
険
診
療

の
正
当
な
評
価
、
引
き
上
げ
な
く
し
て
医
業
経
営
の

安
定
は
図
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
政
府
の
低
歯
科
医
療
費
政
策

　

数
十
年
に
わ
た
り
据
え
置
か
れ
て
き
た
歯
科
の
技

術
料
が
国
会
の
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
診
療

報
酬
の
改
善
運
動
に
よ
っ
て
、
２
０
１
０
年
４
月
の

歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
率
は
２
・
09
％
で
、
医

科
と
比
べ
て
も
高
く
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
引
き

上
げ
の
大
部
分
が
初
診
料
や
病
院
歯
科
で
の
手
術
料

な
ど
に
配
分
さ
れ
る
な
ど
、
日
常
診
療
に
必
要
な
基

礎
的
技
術
料
の
改
善
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
厚
労
省

が
発
表
し
て
い
る「
医
療
費
の
動
向
」に
よ
れ
ば
、
４

〜
９
月
の
医
療
費
の
伸
び
は
、医
科
入
院
６
・
９
％
、

医
科
入
院
外
１
・
８
％
な
の
に
対
し
、
歯
科
は
１
・

４
％
で
、
公
称
の
引
き
上
げ
率
に
及
ん
で
い
な
い
。

　

基
本
診
療
料
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
医
科
と
の
格
差

が
拡
大
し
、
基
礎
的
技
術
料
も
低
評
価
の
ま
ま
固
定

化
さ
れ
た
。
新
技
術
の
導
入
も
進
ま
ず
、
保
険
の
適

用
範
囲
も
拡
大
さ
れ
な
い
中
で
、
国
民
の
歯
科
の
ニ

ー
ズ
が
保
険
で
実
現
で
き
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
金
パ
ラ
の
価
格
は
、
投
機
に
よ
っ
て
乱
高

下
す
る
た
め
、
逆
ザ
ヤ
と
な
る
期
間
は
医
院
経
営
を

圧
迫
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
４
月

に
随
時
改
定
が
あ
っ
た
が
、
１
グ
ラ
ム
あ
た
り
８
７

８
円
で
、
市
場
価
格
と
１
２
０
円
〜
１
４
０
円
も
の

逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
（
協
同
組
合
調
べ
）。

×
×

× ×

×

×

50％

45％

40％

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％ 03年 05年 07年 09年

×
× ×

×

自費収入の推移（03年～09年）

大阪府歯科保険医協会「2011年会員意見調査」

200万円未満
～ 400万円
～ 600万円
～ 800万円
～ 1000万円
～ 1500万円
～ 2000万円
2000万円超
無回答1.5％

2.3％
3.8％
4.5％
6.8％
8.3％
9.0％

20.3％

43.6％

2.8％
3.1％
4.8％
5.2％
6.6％
8.0％
10.0％

15.2％

44.3％

（
３
）
経
済
的
理
由
で
受
診
中
断
、

半
数
の
歯
科
医
療
機
関
が
経
験

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

病　院
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歯　科
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保団連2010年度受診実態調査

この半年間に、主に患者の経済的理由から、治療を中断または
中止する事例がありましたか？　　　　　　　　　　　　　

の
経
済
的
理
由
か
ら
治
療
を
中
断
又
は
中
止
す
る
事

例
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
歯
科
診
療
所
は
51
・
３

％
（
大
阪
で
は
55
・
３
％
）
で
、
医
科
診
療
所
33
・

６
％
、
病
院
23
・
３
％
と
比
べ
顕
著
に
高
い
傾
向
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、「
半
年
間
に
患
者
一
部
負
担
の
未

収
金
が
あ
っ
た
」
と
答
え
た
歯
科
診
療
所
は
47
・
４

％
に
上
る
な
ど
、
厳
し
い
受
診
抑
制
や
患
者
負
担
が

限
界
を
超
え
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

日
歯
の
大
久
保
会
長
も
、「
３
割
負
担
は
社
会
保

障
と
し
て
限
度
を
超
え
て
い
る
」
と
発
言
し
た
。

（
４
）
海
外
技
工
問
題

　

補
綴
や
有
床
義
歯
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
低
評
価

が
続
く
中
、
歯
科
医
院
と
と
も
に
歯
科
技
工
所
の
経

営
も
悪
化
し
て
い
る
。
歯
科
医
院
の
中
に
は
、
経
費

削
減
の
た
め
に
安
い
海
外
技
工
に
活
路
を
求
め
る
動

き
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
産
の
技
工
物
か
ら
鉛
や

発
が
ん
性
の
物
質
で
あ
る
ベ
リ
リ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

る
な
ど
、海
外
技
工
物
の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

海
外
技
工
物
は
、
医
薬
品
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
い
わ

ば
雑
貨
物
扱
い
で
輸
入
さ
れ
、
品
質
や
安
全
性
が
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
厚
労
省
は
、
海
外

技
工
物
の
使
用
に
関
す
る
す
べ
て
の
責
任
を
歯
科
医

師
に
ゆ
だ
ね
る
立
場
で
、
国
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
怠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
国
内
技
工
所
の

経
営
が
圧
迫
さ
れ
、
歯
科
医
療
を
国
内
で
完
結
す
る

体
制
の
継
続
が
困
難
に
な
り
、
歯
科
医
療
の
崩
壊
に

い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
事
態
が
進
行
し
て
い
る
。

（
５
）
近
畿
厚
生
局
の
指
導
・
監
査

体
制
の
強
化

　

厚
労
省
は
２
０
１
０
年
５
月
末
に
「
行
政
事
業
レ

ビ
ュ
ー
」
を
発
表
し
、
個
別
指
導
の
目
標
を
現
行
の

２
・
３
倍
、
８
０
０
０
件
に
す
る
自
公
政
権
時
代
か

ら
の
方
針
を
引
き
続
き
掲
げ
た
。
ま
た
、「『
医
療
指

導
監
査
業
務
等
実
施
要
領
』
を
作
成
し
、
指
導
・
監

査
業
務
の
標
準
化
・
統
一
化
を
図
る
」
と
し
て
お

り
、「
医
療
費
抑
制
」
の
観
点
か
ら
指
導
・
監
査
を

強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

近
畿
厚
生
局
指
導
監
査
課
で
は
、
歯
科
の
医
療
指

導
官
と
事
務
官
が
増
員
さ
れ
、
個
別
指
導
は
09
年
度

の
８
件
か
ら
46
件
へ
と
急
増
し
た
。
ま
た
、
09
年
度

の
新
規
個
別
指
導
の
結
果
は
、
１
４
５
件
中
「
概
ね

妥
当
」
が
ゼ
ロ
件
で
、
ほ
と
ん
ど
が
「
経
過
観
察
」

扱
い
と
な
る
な
ど
、
他
府
県
と
比
べ
て
も
厳
し
い
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　

保
団
連
が
実
施
主
体
と
な
っ
た
１
万
医
療
機
関
を

超
え
る
受
診
実
態
調
査
で
は
、「
半
年
間
に
主
に
患
者

《
６
面
に
つ
づ
く
》


